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ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
跡
地
に
つ
い
て

今
村
市
長
は
所
信
表
明
で
、
「
公

共
施
設
の
移
転
整
備
を
目
的
と
し

た
土
地
取
得
は
白
紙
撤
回
」
「
民

間
の
資
金
と
ア
イ
デ
ア
で
開
発
を

進
め
る
」
と
述
べ
、
開
発
の
主
体

と
な
る
ア
ー
ク
不
動
産
に
は
「
周

辺
地
域
と
調
和
し
た
良
好
な
ま
ち

づ
く
り
を
要
望
す
る
」
「
そ
の
た

め
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、

第
3
者
へ
売
却
後
も
有
効
に
継
承

さ
れ
る
ル
ー
ル
を
作
る
」
と
市
の

関
与
を
主
張
し
ま
し
た
。

　
代
表
質
問
に
立
っ
た
佐
藤
み
ち

子
議
員
は
、
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

概
ね
守
れ
ば
よ
く
、
法
的
拘
束
力

も
な
い
。
良
好
な
ま
ち
づ
く
り
の
根

拠
に
は
な
ら
な
い
」
と
厳
し
く
批
判

し
ま
し
た
。

　
ま
た
中
央
病
院
に
つ
い
て
、
市
長

は
、
「
県
立
病
院
と
統
合
し
６
０
０

床
の
基
幹
病
院
と
す
る
こ
と
が
最
も

効
率
的
で
効
果
的
」
と
し
ま
し
た
が
、

県
は
統
合
に
は
消
極
的
で
あ
り
、
見

通
し
は
ま
っ
た
く
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　　

　　

　
今
議
会
、
今
村
新
市
長
が
所
信
表
明
を
行
い
、
各
派
の
代
表
質
問
で
は
ア
サ
ヒ
跡
地

活
用
や
中
央
病
院
問
題
に
議
論
が
集
中
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
長
は
「
文
教
住
宅
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
や
「
住
民
の
福
祉

の
増
進
」
と
述
べ
る
一
方
で
、
学
校
給
食
や
保
育
所
等
の
民
営
化
検
討
に
言
及
。
今
後

の
市
政
運
営
に
厳
し
い
監
視
が
必
要
で
す
。

　
今
議
会
、
今
村
新
市
長
が
所
信
表
明
を
行
い
、
各
派
の
代
表
質
問
で
は
ア
サ
ヒ
跡
地

活
用
や
中
央
病
院
問
題
に
議
論
が
集
中
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
長
は
「
文
教
住
宅
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
や
「
住
民
の
福
祉

文教住宅都市に
ふさわしい
まちづくりを！

文教住宅都市に
ふさわしい
まちづくりを！

市
会
議
員

佐
藤
み
ち
子

市
会
議
員

ま
つ
お
正
秀

市
会
議
員

野
口
あ
け
み

市
会
議
員

上
田
さ
ち
こ

市
会
議
員

杉
山
た
か
の
り
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次
に
佐
藤
議
員
は
、
「
無
秩
序
な

マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
な
ど
か
ら
西
宮
の

保
育
所
保
育
料
の
引
き
下
げ

　
　
　
2
0
1
5
年
度
実
施
へ
！

住
宅
環
境
を
守
る
た
め
の
『
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
』
」
を
た
だ
ち
に
制

定
す
べ
き
と
の
立
場
か
ら
質
問
。
こ

れ
は
市
長
が
選
挙
公
約
に
掲
げ
て
い

た
も
の
で
で
す
。
市
長
は
、
「
住
宅

開
発
に
対
し
て
の

基
本
的
な
対
応
は

規
制
強
化
で
は
な

い
」
と
公
約
を
た

な
あ
げ
し
た
答
弁
。

こ
れ
で
文
教
住
宅

都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
ま
ち
づ
く
り
が

で
き
る
で
し
ょ
う

か
。

　
最
後
に
佐
藤
議

員
は
、
高
過
ぎ
る

保
育
所
保
育
料
の

引
き
下
げ
を
求
め

ま
し
た
。
市
長
は

「
保
育
料
は
他
市
と
比
較
し
て
も
高

水
準
に
あ
り
、
2
0
1
5
年
度
か
ら

の
引
き
下
げ
に
向
け
て
検
討
す
る
」

と
明
確
に
答
弁
し
ま
し
た
。

　今村市長のアサヒ工場跡地計画は「白紙撤回」との方針
に対し、市議会は「アサヒ跡地購入を市長に求める決議」
及び「議会審議を求める決議」を、日本共産党市議団5名
を含む33名の議員が連名で提案、採択しました。
　そもそも10haものアサヒ跡地活用については議会で論
議を重ね、今年3月議会、市が3.8haの用地を約69億円で
購入する予算を圧倒的多数で可決していました。

　
　日本共産党市議団は、①市の中心部に位置する広大な土
地を廉価（1㎡あたり18万1000円）で買い取れる　②老
朽化や耐震性の低い中央病院や西宮消防署等の公共施設を
移転新築し、市民の命を守る防災拠点が整備できる　③市
が土地を取得することで、残地の民間開発も、良好なまち
づくりに誘導できると、討論で明らかにしました。
　さらに、土地取得の期限が7月末になっていることから、
市議会は臨時議会開催を求めるとともに、議会にアサヒビ
ール跡地問題特別委員会を設け、議論を始めています。
　今村市長は、アサヒ跡地すべてを民間開発に委ねる方針
を示していますが、そうなれば無秩序な開発に有効な歯止
めがかからなくなってしまいます。
　西宮市の将来を考えたとき、市の中心部に市民のための
施設が整備されることが必要ではないでしょうか。

西宮市民の将来の
ために確かな選択を！

「アサヒ跡地購入を
市長に求める決議」採択
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続
い
て
ま
つ
お
議
員
は
、

現
在
、
小
中
学
校
で
進
め
ら

れ
て
い
る
エ
ア
コ
ン
整
備
に

つ
い
て
質
問
。
20
、
30
年
前

に
航
空
機
な
ど
の
騒
音
対
策

で
空
調
機
が
設
置
さ
れ
た
学

校
は
、
今
回
の
エ
ア
コ
ン
整

備
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い

こ
と
を
示
し
、
全
校
一
括
冷

房
の
た
め
熱
源
機
か
ら
の
距

離
に
よ
っ
て
教
室
間
で
冷
え

具
合
に
大
き
な
格
差
が
あ
り
、

教
員
の
手
間
や
電
気
代
の
無

駄
も
大
き
い
こ
と
を
指
摘
。

こ
う
し
た
学
校
も
今
後
の
エ

ア
コ
ン
整
備
の
対
象
に
す
る

よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

　

ま
つ
お
正
秀
議
員
は
、
Ｕ

Ｒ
借
り
上
げ
市
営
住
宅
問
題

で
質
問
。
先
日
の
市
長
選
挙

で
は
、
西
宮
借
り
上
げ
住
宅

連
絡
会
よ
り
候
補
者
に
公
開

質
問
書
が
出
さ
れ
、
今
村
市

長
は
、
U
R
と
買
い
取
り
交

渉
を
行
う
等
の
新
た
な
方
針

を
検
討
す
る
と
回
答
し
て
い

ま
し
た
。
ま
つ
お
議
員
は
、

買
い
取
り
に
向
け
て
Ｕ
Ｒ
と

真
剣
な
交
渉
を
行
っ
た
の
か

と
追
及
し
ま
し
た
が
、
交
渉

は
わ
ず
か
30
分
以
内
で
、
Ｕ

Ｒ
が
提
示
し
た
額
が
市
長
の

意
向
と
差
が
あ
り
す
ぎ
た
と

し
て
あ
っ
さ
り
断
念
し
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
つ
お
議
員
は
、
「
県
が

さ
ら
に
継
続
入
居
の
基
準
を

緩
和
し
て
い
る
の
に
市
は
継

続
入
居
を
認
め
な
い
の
は
問

題
だ
」
と
、
来
年
が
期
限
と

迫
る
青
木
町
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ

住
民
の
深
刻
な
事
例
を
紹
介

し
、
継
続
入
居
を
求

め
て
頑
張
る
決
意
を

表
明
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
甲
子
園
口
駅
北
側
は

駅
前
広
場
が
狭
く
、
車
両
や

歩
行
者
が
錯
綜
し
、
大
変
危

険
な
状
況
で
す
。

　

野
口
あ
け
み
議
員
は
２
０

１
１
年
９
月
議
会
に
続
き
一

般
質
問
で
取
り
上
げ
、
「
同

地
は
駅
前
広
場
と
し
て
課
題

が
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
交

通
安
全
面
で
も
市
内
で
最
も

危
険
な
場
所
だ
」
「
課
題
解

決
に
は
広
場
の
拡
張
し
か
な

く
、
一
刻
も
早
く
、
土
地
取

得
に
動
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

そ
の
際
、
公
共
事
業
用
土
地

を
先
行
取
得
す
る
土
地
開
発

公
社
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
」

と
、
質
問
。

　

市
長
は
所
信
表
明
の
中
で
、

「
『
留
守
家
庭
児
童
育
成
セ

ン
タ
ー
（
学
童
保
育
）
』
と

『
放
課
後
子
ど
も
教
室
』
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
活
か
し

て
運
営
を
一
体
化
す
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

学
童
保
育
は
、
「
保
護
者

が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
児
童

の
た
め
の
生
活
の
場
」
で
す
。

一
方
で
「
子
ど
も
教
室
」
は

希
望
す
る
す
べ
て
の
子
ど
も

を
対
象
に
し
た
事
業
で
、
西

宮
で
は
地
区
青
愛
協
が
月
２
、

３
回
、
宿
題
や
遊
び
を
見
守

る
等
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
質
問
で
野
口
議
員
は
、

対
象
と
役
割
の
違
う
事
業
を

「
効
率
」
の
た
め
に
一
体
化

す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る

と
指
摘
。
ま
た
、
放
課
後
を

豊
か
に
す
る
た
め
に
は
、
子

ど
も
教
室
と
学
童
保
育
、
そ

まつお正秀議員

野口あけみ議員

Ｊ
Ｒ
甲
子
園
口
駅
北
側
整
備

　
　
土
地
取
得
を
早
く

旧
式
の
空
調
機
設
置
校
も

整
備
の
対
象
に
せ
よ

新
市
長
の「
新
た
な
方
針

検
討
」は
真
剣
で
は
な
か
っ
た
？　
　

「
学
童
」と「
子
ど
も
教
室
」は

そ
れ
ぞ
れ
充
実
を

　

市
は
、
「
市
内
で
も
有
数

の
交
通
安
全
面
で
の
課
題
を

有
す
る
地
区
」
「
ご
指
摘
の

対
応
も
選
択
肢
の
一
つ
。
財

源
確
保
も
念
頭
に
置
き
事
業

化
に
向
け
取
り
組
み
た
い
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

れ
ぞ
れ
の
充
実
を
め
ざ
し
、

特
に
学
童
で
は
、
法
改
正
で

対
象
と
な
り
、
希
望
も
多
い

４
年
生
以
上
の
受
け
入
れ
を

行
う
べ
き
と
、
強
く
求
め
ま

し
た
。

放
課
後
を
豊
か
に

団長　　
建設常任副委員長

杉山たかのり
幹事長　
市民文教常任委員　　
議会運営委員／農業委員

佐藤　みち子
総務常任委員　
アサヒビール跡地問題
特別委員／都市計画委員　

上田　さち子
厚生常任委員　
議会改革特別委員　
社会福祉審議会委員

野口　あけみ

総務常任委員長

まつお　正秀

新しい委員会担当などが
決まりました。

UR

UR

継続入居へ

「集団的自衛権行使容認」撤回へ
たたたかいはこれから

　７月１日、安倍首相は解釈改憲による集団的
自衛権行使容認の閣議決定を強行。日本共産党
西宮市会議員団は、７月４日閣議決定撤回を求
める「意見書」を提案しました。
　杉山議員は賛成討論で、「閣議決定は、これ
までの政府見解を180度転換して海外で戦争す
る国にするもの」と、公明党西宮市議もブログ
で「安倍政権の暴走」と指弾していることにふ
れ、自民・公明を厳しく批判しました。公明党
の山田ますと議員が「公明党が『集団的』とい
う言葉をはずさせた。閣議決定は個別的自衛権
の延長だ」と言い訳の反対討論を行いました。
　意見書は日本共産党、市民クラブ改革、無所
属3名が賛成、政新会、公明党、蒼士会が反
対、むの会は退場し、賛成少数で否決となりま
したが、たたかいはこれからです。閣議決定撤
回と関係立法措置阻止へ、がんばりましょう。

UR借上げ
住宅問題


